日文翻譯完成版：↓

[image: image1.emf]
花珀
[image: image2.emf]
2010年台北国際花卉博覧会の展示主軸である「彩花、流水、新視野」に符合させるために、特別に透き通っている瑞瑞しい水晶を採用し、その水晶内に花弁のロゴを入れ込んで、独特的な細緻さと流行感がある「花珀」記念品を

デザインした。それと同時に台湾花卉の美を現せるために、花卉のロゴとして、

台湾原生植物である「ケミズキンバイ」を代表して選ばれました。
　　「ケミズキンバイ」は１864年において、イギリスのRichard Oldham 氏は、基隆で発見したのが、台湾で最初に採集れた記録でした。これは、台湾原生植物の一種です。学名は「Ludwigia x taiwanensis Peng」で、多年生及び水面に浮かぶ型の草木植物であり、長い楕円型の葉形、5枚の黄金色の花びら、開花するが果実は実らないです。茎部には浮袋が具有され、浮き輪のように浮力を増しながら、水面上に横ばいへ向けて伸びて５メートルまでに成長しています。まるで中国伝説の中の龍の如く、河の水面に泳いでいるように見えます。それによって「河川を泳ぎ渡る龍」という別名も名付けられました。溜め池や、渓流のほとりなどの湿地で成長し、水生植物の緑風景の景観を形成させることが出来ますし、なお水質を判断する指標として使われることも出来ます。ただし、水質汚染などの影響に及ぼされて、「ケミズキンバイ」は、次第にその姿が消え去って傾向が見られます。今回は特別に「ケミズキンバイ」を花卉博覧会の記念品「花珀」の中に組み入れて、人々の河川の棲み地に対する重視を再びに喚起し、「ケミズキンバイ」の鮮やかな黄色の花の美しさを出来るだけ末永く続けるように期待しています。
参考出所：＜＜行政院農業委員会　特有生物研究保育センター＞＞
http://tesri.coa.gov.tw

「ケミズキンバイ」の美を即時体験！
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花博覧会センサー標示タグ
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參考來源: <<行政院農業委員會 持有生物研究保育中心>> http://tesri.coa.gov.tw
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